
TCK12101017102.pdf (0 - 8 m) 1/1 ページ

ボーリング柱状図
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B-3(測点No.69右岸) 36° 28’ 49.9700”
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栃木県　宇都宮土木事務所 2009-11-16 ～ 2009-11-17
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ら
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非
常
に
密
な

上部10cmは軟質なシルト。以深、
シルト混り砂礫から成る。礫は
φ30～50mmを散在し、局所では
φ80～100mm程を散在し、最大で
はφ200mmをも認める。マトリッ
クスは中～粗砂分とシルト分で構
成され、礫間を非常に緩く埋める
。

GL-1.9m以深、含水・粘性共に中
位なシルト分を優勢し、
φ10～30mm程の亜円礫を目視上
，10～20％前後混じる材料となる
。
GL-3m付近より、細砂分の含有が
見られ、部分的には塊状を成す。

含水・粘性・硬度共に中位。全体
に細砂分を含有する。
中～粗砂分を主体にφ5mm内外の
亜円礫を散在する。
礫はφ10～30mmの円礫を主体に
最大φ60mm程を含み、局所でコ
ア長3～6cm(推定
φ100～200mm程)の玉石分を混入
する。礫間は中～粗砂分と細粒土
分で構成される。
GL-6.75m付近より、礫間への細粒
土分含有が増し、充填度合いの上
昇を感じる。

11/16
4.60

1.15

1.45
2 2 2

6

30 6

2.15

2.45
1 1 1

3

30 3

3.15

3.45

1

15

1

15

2

30 2

4.15

4.45
1 2 7

10

30 10

5.15

5.45
8 9 7

24

30 24

6.15

6.41
19 20

11

6

50

26 >50

7.15

7.31
29

21

6

50

16 >50

1.00
1.00 現場透水試験

現場透水試験1.40
1.40 k=6.5×E-3

k=6.5×E-3

5.50
5.50 現場透水試験

現場透水試験5.90
5.90 k=3.1×E-2

k=3.1×E-2

1.00

1.90

B-3-1

土粒子
の密度
試験
・
土の含
水比試
験
・
土の粒
度試験
・
土の湿
潤密度
試験

5.00

6.00

B-3-2

土の含
水比試
験
・
土の粒
度試験
・
土の湿
潤密度
試験

11/16

11/17


